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修正の理由 

平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上面では、単行本、絵本、コミ

ックなどの書籍や雑誌の売上が好調に推移し、当初計画を上回る見込みです。 

損益面では、投資有価証券売却により課税所得が増加したことで、法人事業税の付加価値割が追加

で発生し、販売費及び一般管理費が増加したものの、営業利益及び経常利益は当初計画を上回る見込

みです。 

また、特別損益に投資有価証券売却益 163 億４千万円、減損損失９億４千５百万円を計上したこと

で、親会社株主に帰属する四半期純利益は、当初計画より 103 億９千万円増加し、101 億１千万円と

なる見込みです。 

なお、平成29年３月期通期の業績予想についても、第２四半期連結累計期間に発生した特別損益の

影響を反映し予想数値を修正しております。 

 

※上記の業績予想につきましては、現時点で当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 
以 上 


